
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】  重力濃縮槽内に水路棒を重力が作用する
方向に、垂直に設置し、該水路棒を横移動して水路を形
成することにより、有機物又は無機物からなる懸濁粒子
群の沈降速度を早め、高濃度化することを特徴とするス
ラリーの重力濃縮方法。
【請求項２】  懸濁粒子群は、汚水・排水の浄化処理プ
ロセス、土木建設工事又は工業プロセスで発生したもの
である請求項１のスラリーの重力濃縮方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、スラリーの重力濃
縮方法に関する。詳しくは、スラリー中の懸濁粒子群の
個数密度を高める重力濃縮方法に関する。
【０００２】

【従来の技術】汚水・排水の浄化処理プロセス、土木建
設工事又は工業プロセスなどで発生するスラリーの処理
には、従来、濃縮槽にスラリーを投入して、重力により
懸濁粒子群を単に自然沈降させて濃縮を図る重力濃縮方
法が使用されている。
【０００３】この従来の重力濃縮方法は、懸濁粒子群が
自重により液体中を沈降して、濃縮されるものであり、
非常に省エネルギーな方法である。しかし、この場合、
懸濁粒子群の沈降速度は粒子群の間隙における液体の通
過抵抗に左右されるため、沈降に従って徐々に狭くなっ
た粒子群の間隙では液体の通過抵抗が増し、懸濁粒子群
の沈降速度が減少してしまう。従って、処理時間の経過
とともに、濃縮の効率が悪化し、懸濁粒子群の個数密度
を濃縮槽への投入時より遥かに高めるには困難性を伴う
という問題点が存在する。
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【０００４】このような重力濃縮方法の問題点に対処す
るため、特に難濃縮性のスラリーの濃縮の場合に、機械
式の濃縮方法が多用される傾向にある。しかし、このよ
うな機械式の濃縮方法にも多くの動力や薬品を必要とす
る問題点が存在する。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】本発明は上記のような
従来のスラリー処理の問題点を解決し、スラリー中の懸
濁粒子群に物理化学的改質を加えることなく、重力によ
る沈降速度を高め、得られる濃縮液中の粒子群密度を従
来の重力濃縮法より効果的に高める方法を提供すること
を目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】本発明者らは、スラリー
中に垂直方向の水路（みずみち）を形成する棒（以下、
水路棒とする）を介在させることにより、懸濁粒子群の
間隙における液体の通過抵抗を緩和させ、重力による懸
濁粒子群の沈降速度を高めることができることを見いだ
し、この知見に基づいて本発明をなすに至った。
【０００７】すなわち、本発明は、重力濃縮槽内に水路
棒を重力が作用する方向に垂直に設置し、該水路棒を横
移動して水路を形成することにより、有機物又は無機物
からなる懸濁粒子群の沈降速度を高め、高濃度化するこ
とを特徴とするスラリーの重力濃縮方法である。
【発明の実施の形態】
【０００８】図１により本発明の重力濃縮方法を説明す
る。図１(Ａ)は水路棒と形成された水路を示す平面図で
あり、図１(Ｂ)その縦断面図である。重力濃縮槽に垂直
に設置された、水路棒１を垂直の状態のままで矢印方向
に横移動させると、移動した水路棒の後部直近は負圧と
なり、スラリーに水路棒に沿って液体が通り易い垂直方
向の水路２が形成される。これにより、有機物又は無機
物からなる懸濁粒子群の間隙における液体の通過抵抗が
局所的に大幅に緩和する。適切な数の水路棒を横移動さ
せることにより、懸濁粒子群における液体の通過抵抗が
濃縮槽全体で相対的に軽減され、懸濁粒子群の沈降速度
が高まり、高濃度化される。
【０００９】ここで、水路棒の横移動速度は、スラリー
に水路が形成される速度であれば特に限定はなく、対象
とするスラリーの液体の粘性と沈降過程にある懸濁粒子
群の間隙を液体が移動する容易さとに基づいて最適な速
度が選択される。一般に、水路棒の横移動速度が速すぎ
ると、その後部直近には大きな乱流渦が形成されて、結
果としてスラリーが撹拌されてしまうので、好ましくな
く、一方、移動速度がゼロでは、全く水路が形成されな
い。従って、非常に遅い速度で移動させることが好まし
い。特に、沈降、濃縮しづらい性状のスラリーの場合
は、水路棒が停止しない程度の緩やかな速度が好まし
い。
【００１０】また、水路棒の形状は、それが移動するこ

とにより、その後部直近に水路が形成され、且つ、その
水路が液体の鉛直方向の移動に支障がなければ形状は問
わない。また、水路棒の大きさは、スラリーの性状や濃
縮槽の規模に従って、任意に選択できる。
【００１１】また、水路棒の材質は、必要とする耐用年
数や期間と、得られる濃縮液の用途により決定される。
このために、必要とする期間において強度が維持でき、
且つ必要とする濃縮液の品質に支障を来さなければ材質
を問わない。
【００１２】また、本発明の方法は、重力濃縮槽の平面
的な形状を問わずに用いることができる。例えば、図２
(Ａ)で示される長方形の形状や図３(Ａ)で示される円形
の形状の重力濃縮槽が使用することができる。ここで、
水路棒は、図２(Ａ)及び図３(Ａ)の重力濃縮槽のそれぞ
れの縦断面図である図２(Ｂ)及び図３(Ｂ)に示されるよ
うに、重力が作用する方向に、垂直に設置されている。
【００１３】このような場合、水路棒の移動は、図２
(Ａ)及び図３(Ａ)の両方向矢印で示すような行き帰りす
るような往復運動下に置かれても良く、また、図３(Ａ)
の１方向矢印で示すように１方向の回転運動下に置かれ
ても良い。いずれの場合にも、ゆっくりとした移動速度
で移動されることから、僅かな動力で懸濁粒子群の沈降
速度を早め、高濃度化することができる。
【００１４】また、水路棒の濃縮槽における平面的な配
置間隔は、特に限定はなく、スラリーの種類や性状、濃
縮目標時間などに応じて適宜決定される。一般に、単位
面積あたりの配置数が多いと短時間で懸濁粒子群が沈
降、濃縮し、高濃度化される。しかし、単位面積あたり
の配置数が多すぎると液体の粘性抵抗の影響を大きく受
け、水路棒と沈降過程にある懸濁粒子群が一体となって
横移動するようになり、好ましくない。
【００１５】また、高濃度化される懸濁粒子群は、汚水
・排水の浄化処理プロセス、土木建設工事又は工業プロ
セスなどで発生したスラリーに含まれるあらゆる種類の
ものを用いることができる。
【００１６】
【実施例】高さ１ｍ、内径60cmの円筒形の重力濃縮槽
に、直径５cm、長さ90cmの円筒型水路棒（塩化ビニール
製パイプ）を濃縮槽の中心から3.5cm間隔で計８本設置
された。この重力濃縮槽に、初期固形物濃度が12ｇ/Ｌ
である下水のオキシデーションディッチ処理工程から発
生したスラリーを投入した。100Ｖ×５Ａの動力によ
り、水路棒を１/16rpmの速度で24時間回転して、最終固
形物濃度が30ｇ/Ｌ以上の懸濁粒子群の濃縮液を得た。
【００１７】
【発明の効果】本発明の方法では、機械式の濃縮方法に
比較して非常に少ないで動力で、機械式の濃縮方法とほ
ぼ同じ濃縮効率のスラリーの濃縮を行うことができる。
また、難濃縮性のスラリーでも、本発明の方法では、同
じ処理時間で、従来の重力濃縮方法に比較して、懸濁粒
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子群を非常に高濃度化することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の原理を示す説明図である。
【図２】本発明が適用される重力濃縮槽の一例を示す説
明図である。
【図３】本発明が適用される重力濃縮槽の別の例を示す

説明図である。
【符号の説明】
１  水路棒
２  水路
３  懸濁粒子群界面
４  液体界面

【図１】 【図２】

【図３】
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